
 

 

 

 

―当院でのバスキュラーアクセス管理について― 

当院では毎透析時のシャント観察のほか、シャントトラブル

スコアリング（STS）シートを用いて経時的なバスキュラーア

クセス機能の変化を評価しています。 

STSは毎月初めの透析日に行い、目視・触診・聴診でのチェ

ック、透析中の脱血状態・静脈圧の変動、止血に要した時間の

変化、止血後のシャントの状態をチェックしています。 

STS を行うことによってスタッフのシャント観察への意識

も高まり、スタッフ間での情報の共有にもつながっています。 

シャントの状態が良くないと評価された患者さんには、エコ

ー検査を行い血流量や狭窄、血栓の付着などの状態を調べてい

ます。シャントに問題のない患者さんにも入院時のエコー検査

を行い、シャントの状態によって定期的に検査を行っていま

す。 

こうしたバスキュラーアクセスの管理によって、急なシャン

ト閉塞を防ぎ、安心して透析を受けてもらえるように努めてい

ます。 

 

 

 

 

 

   


